
島の教育をもっと豊かに

2017年1 月24日 (火)

〜ICT 教育における教育現場の課題解決〜

Information &
Communication
Tecnology

ってなに？

= 情報通信技術
ICT の教育現場への活用としては、
全国の小中学校にデジタルテレビ・
パソコン・校内 LANなどの設備・
機器が導入される等があります。

■主催：沖縄県企画部地域・離島課　　■後援：総務省沖縄総合通信事務所、宮古島市、多良間村
■メディア協賛：宮古新報、宮古毎日、沖縄タイムス、琉球新報、宮古テレビ
■事務局：ブルームーンパートナーズ株式会社・株式会社ブレーン沖縄協同企業体

〈お問い合わせ・お申込み先〉
ブルームーンパートナーズ株式会社 詳しくはHPをご覧ください。

http://ok-islands-ict.netTEL：098-927-7207　FAX：098-993-7607 沖縄離島ICTシンポジウム

時間 13:30~17:00（13:00 開場 )

会場：宮古合同庁舎 2 階［沖縄県宮古島市 平良西里 1125］

タイムスケジュール
主催者あいさつ
13:30〜13:35

13:35〜14:25

休憩１０分

14:35〜16:05

クロージングセッション
16:15〜17:00

休憩１０分 ワークショップセッション（定員：各30名）

基調講演 （５０分）

第６回 沖縄離島 ICT シンポジウム

「教育の情報化」の3つのフェーズ
講演者：中川一史（放送大学教授）

■ テーマ ■

タブレットは ICT のハードルを下げる
ファシリテーター：小林祐紀（茨城大学教育学部 准教授）

■ ワークショップ 1 ■

「プログラミング的思考」を育むとは
ファシリテーター：名嘉村盛和（琉球大学工学部 教授）

■ ワークショップ２ ■

教育の機会を確保する遠隔教育
ファシリテーター：大辻雄介

■ ワークショップ３ ■

選べる

（隠岐國学習センター副長）

※裏面の参加申込書に参加希望のワークショップを１つ記してください
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平成2９年１月２０日（金）までにFAXにてお申し込みください。

FAX送信票不要

第６回 沖縄離島ICTシンポジウム　参加申込書
ブルームーンパートナーズ株式会社　行き

連絡先
TEL:

E -ma i l :

参加者①

参加者②

参加者③

学校名

お名前

●【基調講演】と【ワークショップ】は両方参加またはいずれか１つのみ参加、どちらでも可能です。お気軽にお申し込みください。 
●【ワークショップ】参加希望の方は、受けたいものをいずれか１つだけお選びください。定員に達した場合はご連絡さし上げますのでご了承ください。

FAX：098-993-7607

登壇者のプロフィール

北海道札幌市出身／専門分野：メディア教育、情報教育。　横浜国立大学大学院教育学研究科修了（教育学修士）、 関西大学大
学院総合情報額研究科博士課程修了（情報学博士）。　横浜市立中川西小学校、横浜市教育委員会情報教育課、金沢大学教育学
部教育実践総合センター 助教授、独立行政法人メディア教育開発センター 教授、金沢大学教育学部・客員教授（併任）を歴任。
主な研究テーマ：初等中等教育における情報教育に関する学習環境の研究、ＩＣＴ利活用指導力育成に関する研究、情報端末機
器の教育利用の研究、国語科教育のメディア活用の研究。

中川一史 放送大学ＩＣＴ活用・遠隔教育センター 教授

三重県出身／専門分野：教育工学、情報教育、ＩＣＴを利活用した実践研究。　金沢市内公立小中学校に勤務。2015年４月より現職。
若手教員、現役の校長、大学研究者が学び合う研究会を石川・茨城で主宰。D-project（デジタル表現研究会）金沢の実行委員
長。石川県教育工学研究会研究部長。小学校教員時代は、子どもたちが対話的コミュニケーションを通じて学び合う授業を目指
し、情報端末やホワイトボードなどを積極的に活用する授業を実践。放送大学中川一史教授とともに、「伝えるチカラプロジェクト」
や「D-project」など多数のプロジェクトに参画し、講演・ワークショップなどを積極的に開催している。

小林 祐紀 茨城大学教育学部准教授

沖縄県出身／平成３年琉球大学大学院修士課程修了。　平成３年琉球大学工学部電子・情報工学科助手。平成８年大阪大学より博士
（工学）の学位を取得。平成８年琉球大学工学部情報工学科助教授。平成10年５月～平成11年２月スペインサラゴサ大学客員研究員。
平成17年８月から琉球大学工学部情報工学科教授。現在、電子情報通信学会システム数理と応用研究専門委員会副委員長。

名嘉村 盛和 琉球大学工学部教授

兵庫県出身／慶應大学経済学部卒。　大手進学塾や予備校で、算数・数学講師をつとめる。大手通信教育企業において遠隔授業
配信やその他多くの“ＩＣＴ×教育”事業開発に携わる教育のＩＣＴ活用プロフェッショナル。これまでに遠隔授業の回数は
1,000回をこえる。 2014年度から海士町に移住。ＩＣＴを使って離島の学習機会の格差改善に取り組んでいる。 現在もリク
ルート「勉強サプリ」の講師やベネッセコーポレーション小学講座の遠隔授業講師をつとめる。

大辻 雄介 隠岐國学習センター副長、ＩＣＴ教育ディレクター

□ ワークショップ1□

□

□

□ ワークショップ２ □ ワークショップ３

□ ワークショップ1 □ ワークショップ２ □ ワークショップ３

□ ワークショップ1 □ ワークショップ２ □ ワークショップ３

（代表者）

（代表者）

参加希望のプログラムに □ チェックをつけてください。
【基調講演】 【ワークショップ】※定員：各30名


